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復活節第 6 主日／教会創立記念礼拝Ⅰ    No. 19 

 

主日礼拝    

 

前奏  

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞 

「神よ、守ってください 

あなたを避けどころとするわたしを。 

主に申します。 

『あなたはわたしの主。 

あなたのほかにわたしの幸いはありません。』」 

(詩編 16:1～2) 
 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

リタニー ｢創立記念日のリタニー｣ 
 

司式者：私たちは、声をそろえて 

会 衆：神さまを、賛美しよう 

司式者：神さまは、イエスさまをくださった 

会 衆：神さまに、感謝しよう 

司式者：神さまは、広島流川教会を、つくって 

くださった 

会 衆：この日を、みんなで喜ぼう 

司式者：5 月 8 日は、広島流川教会が生まれた日 

会 衆 神さま、今日まで守ってくださり、 

ありがとうございます。 

司式者 昔も今も、多くの人が広島流川教会に 

つながっています。 

会 衆：私たちは、祈ります 

一 同：神さまの喜ばれる広島流川教会にして 

ください         アーメン 

 
 
 
 
 
 
 

賛美 5「わたしたちは神の民」 

 
 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 



聖書 ヨハネによる福音書 16:12～24  
新約(新共同訳)P200～P201 

 

 

12 言っておきたいことは、まだたくさんあるが、今、

あなたがたには理解できない。13 しかし、その方、す

なわち、真理の霊が来ると、あなたがたを導いて真理

をことごとく悟らせる。その方は、自分から語るので

はなく、聞いたことを語り、また、これから起こるこ

とをあなたがたに告げるからである。14 その方はわた

しに栄光を与える。わたしのものを受けて、あなたが

たに告げるからである。15 父が持っておられるものは

すべて、わたしのものである。だから、わたしは、

『その方がわたしのものを受けて、あなたがたに告げ

る』と言ったのである。」16「しばらくすると、あな

たがたはもうわたしを見なくなるが、またしばらくす

ると、わたしを見るようになる。」17 そこで、弟子た

ちのある者は互いに言った。「『しばらくすると、あ

なたがたはわたしを見なくなるが、またしばらくする

と、わたしを見るようになる』とか、『父のもとに行

く』とか言っておられるのは、何のことだろう。」18

また、言った。「『しばらくすると』と言っておられ

るのは、何のことだろう。何を話しておられるのか分

からない。」19 イエスは、彼らが尋ねたがっているの

を知って言われた。「『しばらくすると、あなたがた

はわたしを見なくなるが、またしばらくすると、わた

しを見るようになる』と、わたしが言ったことについ

て、論じ合っているのか。20 はっきり言っておく。あ

なたがたは泣いて悲嘆に暮れるが、世は喜ぶ。あなた

がたは悲しむが、その悲しみは喜びに変わる。21 女は

子供を産むとき、苦しむものだ。自分の時が来たから

である。しかし、子供が生まれると、一人の人間が世

に生まれ出た喜びのために、もはやその苦痛を思い出

さない。22 ところで、今はあなたがたも、悲しんでい

る。しかし、わたしは再びあなたがたと会い、あなた

がたは心から喜ぶことになる。その喜びをあなたがた

から奪い去る者はいない。23 その日には、あなたがた

はもはや、わたしに何も尋ねない。はっきり言ってお

く。あなたがたがわたしの名によって何かを父に願う

ならば、父はお与えになる。24 今までは、あなたがた

はわたしの名によっては何も願わなかった。願いなさ

い。そうすれば与えられ、あなたがたは喜びで満たさ

れる。」 

賛美 510「主よ、終わりまで」 

 

 
 

説教  「苦しみは喜びへ」 
 

賛美 516「主の招く声が」 

 

 
 



派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

後奏  
 
 
 

司 式 喜多村 文子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
 


